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１．目的  

 ㈱高速道路総合技術研究所において平成28年度および平成29年度に実施されたプレキャストプレストレス

トコンクリート床版（以下，「PC 床版」）の輪荷重疲労試験を対象として再現解析を行い，PC 床版の疲労劣化

挙動を解析的に再現することを目的とする．

２．試験概要 

最大荷重が 400kN，450kN，490kN となる 3 ケースについて，破壊に至るまで載荷試験を行なった．試験の

結果，400kN:338 万回,450kN:142 万回,490kN:12 万回でそれぞれ押抜せん断破壊に至った．400kN ケースの破

壊時のひび割れ性状を図 1，図 2に示す．450kN,490kN においても，同様の破壊性状がみられた．

図1 橋軸直角方向破壊時ひび割れ性状(400kN)    図2 橋軸方向破壊時ひび割れ性状(400kN)

３．解析概要 

3 次元非線形有限要素解析ソフト｢COM3D｣を用いて輪荷重疲労試験の再現解析を行う．再現解析に用いた

解析モデルの概要を図 3，表 1に示す．また，各載荷ケースのコンクリート物性を表 2に示す．コンクリート

の物性値（ヤング係数、圧縮強度、引張強度）については，試験体のコンクリート打設時に作成したテストピ

ース（同一養生条件）の測定結果を使用している．主鉄筋および配力筋は，鉄筋位置の層のソリッド要素内に

鉄筋比相当の物性を平均化させるものとし，プレストレスは鋼材位置のソリッド要素に初期ひずみとして導入

するものとする．
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図3 解析モデル概要 

ケース 荷重 試験日数 走行回数

250kN 6 100,000
400kN 83 3,276,600
250kN 4 100,000
400kN 3 100,000
450kN 39 1,218,440
250kN 4 100,000
490kN 2 20,900
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ＣＬ

プレストレス要素

■■RC要素

■ 無筋要素

表 1 荷重，載荷期間，走行回数 表 2 コンクリート物性 

項　目 単　位 490kN 400kN 450kN
ヤング係数 kN/mm2 43.77 33.99 34.43

圧縮強度 N/mm2 78.4 64.07 63.02

引張強度 N/mm2 4.217 4.7 4.43
ポアソン比 --- 0.2 0.2 0.2
単位体積重量 kN/m3 24.5 24.5 24.5

ＣＬ
ＣＬ
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３．解析結果 

3.1 たわみ 

図 4，図 5に解析によって得られた走行回数とたわみの関係を示す．

400kN 載荷ケースにおいては，250kN 載荷時および 400kN 載荷 300 万回程度までは解析により試験値の挙

動を概ね再現することができた．450kN 載荷ケースにおいては，押抜せん断破壊にいたる 140 万回程度までの

活荷重たわみを概ね再現することができた．490kN 載荷ケースにおいては，250kN 載荷時および 490kN 載荷 1

万回程度までは解析により試験値の挙動を概ね再現することができているものの，1 万回から 2 万回にかけて

試験値と解析値に乖離がみられた．いずれのケースにおいても，活荷重たわみの進展挙動は概ね再現すること

ができたが，押抜せん断破壊発生時の急激なたわみの進展挙動を再現するには至らなかった．
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図4 走行回数とたわみの関係(400kN)     図5 走行回数とたわみの関係(全ケース，活荷重たわみ)

3.2 ひずみ

図 6に 400kN 載荷ケースにおける走行回数と床版中央部における下側主鉄筋ひずみの関係を示す．解析に

よりひずみの進展挙動を概ね再現することができた．

図 7に 210 万回載荷時におけるひずみ分布を示す．押抜せん断破壊発生前におけるひずみ分布について，再

現することができた．
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図6 走行回数とひずみの関係(400kN)      図7 橋軸直角方向ひずみ分布(400kN，210 万回載荷時)

４．結論 

再現解析の結果，押抜せん断破壊に達するまでの活荷重たわみ，およびひずみの進展挙動について概ね再

現することができたが，押抜せん断破壊時の急激なたわみの進展挙動を再現するには至らなかった．たわみ

の進展をさらに精度よく再現するためには、ひび割れ面でのせん断応力伝達係数の低減を考慮する 1)などの

さらなる検討が必要と考えられる。
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